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 本校の社会科では，平成 28 年度から研究主題である「他者と協働し，主体的に社会の問題解決に取
 





米林 哲郎・渡邊 晶・難波 誠  
 
１ 主題設定の理由 
(1) 共通研究主題との  


































 本校の社会科では，平成 28 年度から研究主題である「他者と協働し，主体的に社会の問題解決に取
他者と協働し，主体 り組む生徒の育成 
―他者の考えを取り入れながら， 科のカリキュラム・デザイン― 




























① 生徒の身近な生活や社会の問題に 定する 




































































 ① 対象生徒 本校第１～３学年生徒（36 人学級，５クラス） 
 ② 研究領域 他者と協働し，主体的に社会の問題解決に取り組む生徒の育成 
③ 研究方法 先行研究を踏まえた授業の実践，まとめ 




実践１ 地理的分野 第１学年「単元８ 人々の生活に根付く宗教」（「新しい社会地理」帝国書院） 
社会科学習指導案 第１学年 E 組教室  
目 標 世界の人々の宗教の特色や分布を捉える活動を通して，宗教の学習をしていく上で注
意事項を，自分のことばで表現することができる。【社会的な思考・判断・表現】 


























































































































































































実践２ 地理的分野 第１学年 第２章(世界各地の人々の生活と環境)のまとめ 
 世界各地の人々の生活と環境の単元のまとめとして，次のような学習課題を設定し，生活班の単位
で考え，発表する実践を行った。 


















           
図２                      図３ 
 


















































（それぞれ 3 つ） 
Ⅲ 他者との議論を通じて，自分の考えを根拠をもって表 





















 ①調査の時期 １回目：令和元年 9 月    
２回目：令和元年 11 月 
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